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その結果，社会復帰成功群については，予想されるご
とし外来通院状況は，一般に良好であった。また，外
来通院時における薬物としては，クロールプロマジン，
パーフェナジン， レボメプロマジンP ヂアゼパム，クロ
ールヂアゼポオキサイドが良く使用されていた。投与さ
れた薬物の量については，クロールプロマジン 100"，  150 
mg，パーフェナジン 4.， 12mgまでを 6"，  12ヵ月使用し
ているものが社会復帰に成功していることも判明した。
すなわち，クロールプロマジン 100"，  150mg，パーフェ
ナジン 4"，  12mg程度より増量すること，あるいは，し
なければならないことは，社会復帰の成功をはばむ結果
ともなり，通院の時には，この程度の薬物量の持続投与
が，社会復帰の成否とも関連して適当かと考えられる。 
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昭和 40年に千葉病院を軽快退院した精神分裂病患者
のうち，予後調査のできた 135例について，外来通院の
状況と再発，再燃，あるいは社会適応との関係を検討し
てみた。
再入院率は 3カ月後に 14.2%， 6カ月後に 23.3%， 1 
年後では 40.2%に達している。再入院は短期在院患者
に多く，また男子は女子に比し圧倒的に多く，たとえば 
I年後の再入院率は女子 33%に対し男子では 48.6%と
いう高値を示している。これらは発病後の経過年数，病
像の相異，さらには男子と女子の家庭的，社会的背景の
相異に基づくものと考えられる。
退院患者中少なくとも 3カ月以上通院，服薬継続中の
患者数，すなわち外来通院率は，不規則通院も含めると
約 65%になり，再入院群， 社会適症群ともほぼ同値を
示している。また再入院率は，通院群，非通院群とも約 
50%であるが，不規則通院例を考慮して算定すると 10%
近く前者が後値を示す。非通院群ではほとんどが断薬後 
3ヵ月以内に再入院しており，通院群では薬物の適当な
増量，変更によりかなりの例で再発~再入院を防いでい
る点も注目に値する。社会適応群中 30%近くが辛うじ
て社会生活を維持しており，大部分は治療を放棄してい
る点にも問題があろう。退院後の薬物療法の効果は，確
実な服薬，きめ細かな診療のほかに，家庭，職場など患
者を取り巻く環境での理解，協力によってより一層効果
的なものになると考える。
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精神疾患の薬物療法が行なわれてから約 10年を経過
したので，その効果，限界，反省などを検討することは
必要で、あると考えて本シンポジアムを計画したところ，
各病院から数多くの発表があり，まことに有益で、あった。
薬物を用いる場合には，その薬理作用を充分に理解す
るのみならず，薬物の心理的影響および医師患者間の精
神力動などに対する配慮が必要であり，さらに，精神療
法との併用が重要で、あることはいうまでもない。したが
って，適応症の選択，薬物の選択，耐薬性の配慮，副作
用に対する準備や対策などを検討するばかりでなく，使
用方法に対する検討が必要となり，さらには，服薬終了
の時期と方法などが問題となる。これらに関する活発な
討論があり，本シンポジアムは一応の成果を収め得たと
考えられる。今後は精神疾患の全治療体系中において薬
物療法をいかに有効に使用すべきかの問題の検討を続け
なければならない。
